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標準的応用例

特長

アプリケーション

概要

整合したデュアル 
1.3GHz 差動アンプ / 

ADCドライバ

LTC®6421-20は、DC～ 140MHzの信号を処理するため
のデュアル高速差動アンプです。このデバイスは、低ノ
イズ、低歪みで、12、14および 16ビット ADCをドラ
イブするために特別に設計されていますが、汎用広帯域
利得ブロックとしても使用できます。

LTC6421-20は使いやすい設計で、最小限のサポート回
路しか必要としません。出力同相電圧は、入力と関係な
く外部ピンを使用して設定され、多くのアプリケーショ
ンにおいてトランスや AC結合コンデンサが不要です。
利得は 20dB（10V/V）に内部設定されます。

LTC6421-20は IF利得ブロックやトランスを使用する代
替ソリューションに比べて、実装面積と消費電力を節減
します。LTC6421-20は小型の 20ピン 3mm × 4mm QFN
パッケージで供給され、–40℃～ 85℃の温度範囲で動作
します。

利得整合の分布

n 整合した利得：±0.1dB
n 整合した位相：100MHzで±0.2°
n チャネルの分離：100MHzで80dB
n 1.3GHzの－3dB帯域幅、10V/V（20dB）の固定利得
n IMD3：100MHz、2VP-Pで–76dBc
n 等価OIP3：100MHzで42dBm
n 内部オペアンプ･ノイズ：1nV/√Hz
n ノイズフィギュア：6.2dB
n 差動入出力
n レール・トゥ・レール出力振幅
n 消費電流：40mA（120mW）/アンプ
n 調整可能な出力同相電圧：1V～1.6V
n DC結合またはAC結合動作
n 20ピン3mm × 4mm × 0.75mm QFNパッケージ

n 差動ADCドライバ
n シングルエンドから差動への変換
n IFサンプリング（ダイバシティ）レシーバ
n 広帯域I/Qアンプ
n 衛星通信

出力同相バイアス付きの整合したデュアル・アンプ
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絶対最大定格

電源電圧(V+ ～ V–) ................................................................. 3.6V 
入力電流 (Note 2) ................................................................±10mA 
動作温度範囲 (Note 3) ..............................................–40℃～85℃ 
規定温度範囲 (Note 4) ..............................................–40℃～85℃ 
保存温度範囲......................................................... –65℃～150℃ 
最大接合部温度................................................................... 150℃ 
出力短絡時間 ......................................................................無期限

(Note 1)
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TJMAX = 150°C, θJA = 43°C/W, θJC = 5°C/W 

EXPOSED PAD (PIN 21) IS V–, MUST BE SOLDERED TO PCB

発注情報

SELECTOR GUIDE

製品番号 利得  
(dB)

利得 
(V/V)

ZIN (差動) 
(Ω) 説明シングル デュアル

LTC6400-8 8 2.5 400 低歪み
LTC6400-14 14 5 200 低歪み
LTC6400-20 LTC6420-20 20 10 200 低歪み
LTC6400-26 26 20 50 低歪み
LTC6401-8 8 2.5 400 低消費電力
LTC6401-14 14 5 200 低消費電力
LTC6401-20 LTC6421-20 20 10 200 低消費電力
LTC6401-26 26 20 50 低消費電力

ピン配置

鉛フリー仕様 テープアンドリール 製品マーキング* パッケージ 規定温度範囲
LTC6421CUDC-20#PBF LTC6421CUDC-20#TRPBF LDDN 20-Lead (3mm × 4mm) Plastic QFN 0°C to 70°C
LTC6421IUDC-20#PBF LTC6421IUDC-20#TRPBF LDDN 20-Lead (3mm × 4mm) Plastic QFN –40°C to 85°C
より広い動作温度範囲で規定されるデバイスについては、弊社へお問い合わせください。*温度等級は出荷時のコンテナのラベルで識別されます。 
鉛ベースの非標準仕上げの製品の詳細については、弊社へお問い合わせください。
鉛フリー製品のマーキングの詳細については、http://www.linear-tech.co.jp/leadfree/ をご覧ください。  
テープアンドリールの仕様の詳細については、http://www.linear-tech.co.jp/tapeandreel/ をご覧ください。

http://www.linear-tech.co.jp/leadfree/
http://www.linear-tech.co.jp/tapeandreel/


LTC6421-20

�
642120fb

DC 電気的特性

SYMBOL PARAMETER CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

入出力特性
GDIFF Gain VIN = ±100mV Differential l 19.6 20 20.4 dB

∆G Gain Matching Channel-to-Channel l ±0.1 ±0.25 dB

TCGAIN Gain Temperature Drift VIN = ±100mV Differential l 0.0015 dB/°C
VSWINGMIN Output Swing Low (VOCM = 1.5V) Each Output, VIN = ±400mV Differential l 0.1 0.25 V

VSWINGMAX Output Swing High (VOCM = 1.5V) Each Output, VIN = ±400mV Differential l 2.75 2.9 V

VOUTDIFFMAX Maximum Differential Output Swing l 5 5.6 VP-P

IOUT Output Current Drive 2VP-P, OUT (Note 10) l 10 mA

VOS Input Offset Voltage Differential l –2 ±0.4 2 mV

TCVOS Input Offset Voltage Drift Differential l 1.4 µV/°C
IVRMIN Input Common Mode Voltage Range, MIN l 1 V

IVRMAX Input Common Mode Voltage Range, MAX l 1.6 V

RINDIFF Input Resistance (+IN, –IN) Differential l 170 200 230 Ω

∆RIN Input Impedance Matching Channel-to-Channel l ±1 ±2.5 %

CINDIFF Input Capacitance (+IN, –IN) Differential, Includes Parasitic 1 pF

ROUTDIFF Output Resistance (+OUT, –OUT) Differential l 20 25 36 Ω

CMRR Common Mode Rejection Ratio Input Common Mode Voltage 1V to 1.6V l 45 68 dB

出力同相電圧制御
GCM Common Mode Gain VOCM = 1V to 1.6V 1 V/V

VOCMMIN Output Common Mode Range, MIN l 1 V

VOCMMAX Output Common Mode Range, MAX l 1.6 V

VOSCM Common Mode Offset Voltage VOCM = 1.25V to 1.5V l –10 ±2 10 mV

TCVOSCM Common Mode Offset Voltage Drift l 6 µV/°C
IVOCM VOCM Input Current l –15 –3 0 µA

ENABLEx ピン (x = A, B)

VIL ENABLEx Input Low Voltage l 0.8 V

VIH ENABLEx Input High Voltage l 2.4 V

ENABLEx Input Current ENABLEx ≤ 0.8V 
ENABLEx ≥ 2.4V

l 

l

 
1.5

±0.5 
3

µA 
µA

電源
VS Operating Supply Range l 2.85 3 3.5 V

IS Supply Current ENABLEx ≤ 0.8V; per Amplifier l 40 50 mA

ISHDN Shutdown Supply Current ENABLEx ≥ 2.4V; per Amplifier,  
Inputs Floating

l 1 3 mA

PSRR Power Supply Rejection Ratio (Differential 
Outputs)

V+ = 2.85V to 3.5V l 55 86 dB

 l は全動作温度範囲の規格値を意味する。それ以外はTA＝25℃での値。 
注記がない限り、V+ = 3V、V– = 0V、+IN = –IN = VOCM = 1.25V、 ENABLE = 0V、RL なし。
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AC 電気的特性

SYMBOL PARAMETER CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

∆G Gain Matching f = 100MHz (Note 9) l ±0.1 ±0.25 dB

∆P Phase Matching f = 100MHz ±0.2 deg

Channel Separation (Note 8) f = 100MHz 80 dB

–3dBBW –3dB Bandwidth 200mVP-P, OUT (Note 6) 1.3 GHz

0.5dBBW Bandwidth for 0.5dB Flatness 200mVP-P, OUT (Note 6) 250 MHz

0.1dBBW Bandwidth for 0.1dB Flatness 200mVP-P, OUT (Note 6) 130 MHz

NF Noise Figure RL = 375Ω (Note 5), f = 100MHz 6.2 dB

eIN Input Referred Voltage Noise Density Includes Resistors (Short Inputs), f = 100MHz 2.2 nV/√Hz
eON Output Referred Voltage Noise Density Includes Resistors (Short Inputs), f = 100MHz 22 nV/√Hz
1/f 1/f Noise Corner 12.5 kHz

SR Slew Rate Differential (Note 6) 4500 V/µs

tS1% 1% Settling Time 2VP-P, OUT (Note 6) 2 ns

tOVDR Overdrive Recovery Time 1.9VP-P, OUT (Note 6) Single Ended 7 ns

P1dB 1dB Compression Point RL = 375Ω (Notes 5, 7), f = 100MHz 18 dBm

tON Turn-On Time +OUT, –OUT Within 10% of Final Values 80 ns

tOFF Turn-Off Time ICC Falls to 10% of Nominal 150 ns

–3dBBWVOCM VOCM Pin Small Signal –3dB BW 0.1VP-P at VOCM, Measured Single-Ended at 
Output (Note 6)

15 MHz

IMD3 3rd Order Intermodulation Distortion f = 100MHz (1MHz Spacing),  
VOUT = 2VP-P Composite

–76 dBc

OIP3 3rd Order Output Intercept f = 100MHz (Note 7) 42 dBc

IIP3 3rd Order Input Intercept f = 100MHz (ZIN = 50Ω) 
f = 100MHz (ZIN = 200Ω)

22 
16

dBc 
dBc

HD2 2nd Order Harmonic Distortion f = 100MHz, VOUT = 2VP-P –74 dBc

HD3 3rd Order Harmonic Distortion f = 100MHz, VOUT = 2VP-P –78 dBc

Note 1: 絶対最大定格に記載された値を超えるストレスはデバイスに永続的
損傷を与える可能性がある。長期にわたって絶対最大定格条件に曝すと、
デバイスの信頼性と寿命に悪影響を与える可能性がある。
Note 2：入力ピン（+IN、–IN）は、どちらの電源へもステアリング・ダイオー
ドで保護されている。入力がどちらかのレールを超える場合、入力電流を
10mA 以下に制限する。
Note 3：LTC6421C と LTC6421I は –40℃～ 85℃の動作温度範囲で動作するこ
とが保証されている。
Note 4：LTC6421C は 0℃～ 70℃の温度範囲で性能仕様に適合することが保
証されている。–40℃～ 85℃の温度範囲で性能仕様に適合するように設計
され、特性が評価されており、性能仕様に適合すると予想されるが、これ
らの温度ではテストされないし、QA サンプリングも行われない。LTC6421I
は –40℃～ 85℃の温度範囲で性能仕様に適合することが保証されている。
Note 5：入力と出力にバランが使われている。テスト回路 A を参照。
Note 6：テスト回路 B を使って測定。各出力で RL = 87.5Ω。

Note 7：LTC6421-20 は出力インピーダンスが低い帰還アンプなので、A/D コ
ンバータをドライブするとき抵抗負荷は不要。したがって、標準出力電力
は非常に小さい。50Ω の出力負荷を必要とするアンプと LTC6421-20 を比較
するため、与えられた RL をドライブしている出力電圧振幅は、あたかも
50Ω 負荷をドライブしているかのように、OIP3 および P1dB に変換してある。
この修正された変換を使うと、実際の RL には関係なく、2VP-P は定義によ
り 10dBm に等しい。
Note 8：チャネルの分離（クロストークの逆数）は、一方の入力に信号をド
ライブし、他方の入力を終端して測定される。チャネルの分離は、ドライ
ブされるチャネルで得られる出力信号の、ドライブされないチャネルに対
する比である。
Note 9：製造時にはテストされない。設計により、また製造時にテストされ
るパラメータとの相関によって保証される。
Note 10：出力振幅範囲は、20mA をソースまたはシンクしているときでさえ、
少なくとも差動で 2VP-P である。VOCM = 1.5V でテストされる。

 l は全動作温度範囲の規格値を意味する。それ以外はTA＝25℃での値。 
注記がない限り、 V+ = 3V、V– = 0V、VOCM = 1.25V、ENABLE = 0V、RL なし。
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入力インピーダンスおよび 
出力インピーダンスと周波数

ノイズフィギュアおよび 
入力基準のノイズ電圧と周波数

 
小信号過渡応答

標準的性能特性

 
周波数応答

 
チャネル間の利得整合と周波数

入力および出力の反射および 
逆絶縁と周波数
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チャネル間の群遅延整合と周波数

 
チャネル間の位相整合と周波数
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TEST CIRCUIT B

 
S21位相および群遅延と周波数
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高調波歪みと周波数

標準的性能特性

 
3次相互変調歪みと周波数

等価出力3次インターセプトと 
周波数

 
チャネルの分離と周波数

 
オーバードライブ過渡応答
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ピン機能
+INA、–INA、–INB、+INB（ピン 1、2、5、6）：それぞれ Aチャ
ネルと Bチャネルの差動入力。

V– （ピン 3、4、13、14、21）：負電源。露出パッドとと
もに 4つのピン全てを同じ電圧 /グランドに接続する必
要があります。

ENABLEA, ENABLEB （ピン 9、18）：ロジック入力。"L"にす
ると、アンプがイネーブルされます。"H"にすると、アン
プがディスエーブルされ、低消費電力のシャットダウン・
モードになり、アンプの出力が高インピーダンスになりま
す。これらのピンは内部で分離されています。これらのピ
ンはフロート状態のままにしないでください。

V+ A、V+ B（ピン 15、20、7、12）：正電源（通常は 3V
または 3.3Vに接続します）。Aチャネルと Bチャネルの
電源ピンは内部で分離されています。できるだけピンに
近づけた 1000pFと 0.1µFのコンデンサで各ピンをバイ
パスします。

–OUTA、+OUTA、–OUTB、+OUTB （ピン 16、17、11、10）：
それぞれ Aチャネルと Bチャネルの差動出力。

VOCMA、VOCMB （ピン 19、8）：これらのピンはそれぞれの
チャネルの出力同相電圧を設定します。これらのピンは
内部で分離されています。0.1µFの外部バイパス・コン
デンサを推奨します。

露出パッド （ピン 21）：V–。露出パッドはピン 3、4、
13、14と同じ電圧 /グランドに接続する必要があります。

ブロック図
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回路動作

LTC6421-20の 2つのチャネルはそれぞれ内蔵帰還回路
と出力同相電圧制御回路を備えた完全な差動アンプで構
成されています。差動利得と入力インピーダンスは帰還
ネットワーク内の 100Ω/1000Ω抵抗によって設定されま
す。12.5Ωの小さな出力抵抗により、多様な負荷条件に
わたって回路の安定性が改善されます。

LTC6421-20は I/Oの結合方式の点で非常に柔軟性があ
ります。入力、出力、さらに両方で AC結合または DC
結合することができます。入力を AC結合すると、入力
の同相電圧は自動的に VOCMの近くにバイアスされるの
で、バイアスのための外部回路は不要です。LTC6421-20
は VOCMによって設定される出力同相電圧を備えている
ので、トランスや AC結合用コンデンサなどの外部部品
を使わずに、ADCを直接ドライブすることができます。
入力信号はシングルエンドでも差動でもよく、歪み性能
がわずかに違うだけです。

図1．シャント抵抗を使った50Ω差動入力インピーダンスの入力の
終端

図2．1:4バランを使った50Ω差動入力インピーダンスの入力の終端
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入力インピーダンスと整合

LTC6421-20の差動入力インピーダンスは 200Ωです。
200Ωのソース・インピーダンスを利用できなければ、
ソースのためにインピーダンスを整合させるため、差動
入力をもっと低い値のインピーダンス（たとえば、50Ω）
に終端する必要があるかもしれません。いくつかの選択
肢があります。1つの方法は差動シャント抵抗を使いま
す（図 1）。別の方法は広帯域トランスを使います（図
2）。どちらの方法も広帯域インピーダンスを整合をさせ
ます。終端抵抗またはトランスは、入力の不整合による
反射を最小に抑えるため、入力ピンの近くに配置する必
要があります。代わりに、周波数選択やノイズ削減のた
めに、LTC6421-20の入力の狭帯域インピーダンスを整
合させることができます。
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アプリケーション情報
図 3を参照して、バランを使わずに、LTC6421-20をシ
ングルエンド入力と差動出力に簡単に構成することがで
きます。信号は整合ネットワークを通して一方の入力に
与えられ、他方の入力は同じ整合ネットワークとソース
抵抗に接続されます。2つの帰還経路のリターン比は等
しいので、2つの出力は利得が同じであり、振幅が対称
になります。一般に、シングルエンド入力のインピーダ
ンスと終端抵抗 RTは、RS、RGおよび RFの組み合わせ
で決まります。たとえば、RSが 50Ωのとき、50Ωのソー
ス・インピーダンスに整合させるには、シングルエンド
入力のインピーダンスは 202Ω、RTは 66.5Ωとなります。

LTC6421-20は無条件に安定しています。ただし、全体
の差動利得はソース・インピーダンスと負荷インピーダ
ンスの両方から次のように影響を受けます。

 
 
AV =

VOUT
VIN

= 2000
RS + 200

•
RL

25+RL

図3．シングルエンドの50Ω入力インピーダンスの入力の終端
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出力インピーダンスの整合
LTC6421-20は外部の出力インピーダンス整合なしに
ADCを直接ドライブすることができます。代わりに、
直列抵抗または LCネットワークによって、25Ωの差動
出力インピーダンスをもっと高い値のインピーダンス
（たとえば、50Ω）に整合させることができます。

出力同相電圧の調節
出力同相電圧は VOCMピンによって設定されます。このピ
ンは高インピーダンス入力です。出力同相電圧は 1V～ 1.6V
の範囲で VOCMをトラッキングすることができます。VOCM

制御の帯域幅は標準15MHzで、VOCMピンに接続されたロー
パス・フィルタによって支配され、出力での同相ノイズの
発生を減らすことを目的にしています。内部同相帰還ルー
プの –3dB帯域幅は 300MHzなので、同相出力電圧の撹乱
の高速除去が可能です。VOCMピンは 0.1µFのバイパス・
コンデンサを使って DCバイアス電圧に接続します。
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LTC22xxファミリのような A/Dコンバータにインタフェー
スさせるときは、VOCMピンを ADCの VCMピンに接続
することができます。

A/Dコンバータのドライブ
LTC6421-20は高速 A/Dコンバータに直接インタフェー
スできるように特に設計されています。デュアルの 14
ビット、125Msps ADCである LTC2285をドライブする
LTC6421-20をこのデータシートの最後のページに示し
ます。

LTC6421-20の VOCMピンは LTC2285の VCMピンに接
続されています。VCMピンは 1.5Vの DC電圧レベルを
与えます。両方の ICが同じ 3V電源電圧から電力を供給
されます。

LTC6421-20への入力は、このデータシートの「入力イン
ピーダンスと整合」のセクションで説明されているよう
に、多様な方法で構成することができます。LTC6421-20
の出力は ADCのアナログ入力に直接接続するか、また
は簡単なローパス・フィルタまたはバンドパス・フィル
タを挿入して帯域外のノイズを減らすことができます。

テスト回路
LTC6421は完全に差動の設計になっているため、また異
なった特性仕様のアプリケーションで役立つように、2
つのテスト回路を使ってこのデータシートの情報を得ま
した。テスト回路AはDC1299で、LTC6420/LTC6421ファ
ミリの 2ポート・デモ用回路です。回路図とシルクスク
リーンを図 4に示します。この回路にはシングルエンド
から差動への変換およびインピーダンス変換のために入
力トランス（バラン）と出力トランス（バラン）が含ま
れているので、2ポート・ネットワーク・アナライザに
直接接続することができます。出力には直列抵抗もあり、
アンプに直接 50Ω負荷がかかるのを防ぎます。入力ト
ランスと出力トランスのため、–3dB帯域幅は 1.3GHzか
ら約 1.1GHzに減少します。

テスト回路 Bは 4ポート・ネットワーク・アナライザを
使って Sパラメータと利得 /位相応答を測定します。こ
れにより、広帯域バランと関連回路の影響が除去され、
>1GHzのSパラメータとAC特性の真の姿が得られます。

アプリケーション情報
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アプリケーション情報

図4a．DC1299（テスト回路A）のトップ・シルクスクリーン
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図4b．デモ回路1299の回路図（テスト回路A）
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標準的応用例

テスト回路B、4ポート測定（信号経路の接続だけが示されている）
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UDCパッケージ 
20ピン・プラスチック QFN (3mm × 4mm) 
(Reference LTC DWG # 05-08-1742 Rev Ø)

パッケージ

3.00 ± 0.10 1.50 REF

4.00 ± 0.10

注記：
1. 図はJEDECのパッケージ外形ではない
2. 図は実寸とは異なる
3. 全ての寸法はミリメートル
4. パッケージ底面の露出パッドの寸法にはモールドのバリを含まない。
モールドのバリは（もしあれば）各サイドで0.15mmを超えないこと

5. 露出パッドは半田メッキとする
6. 網掛けの部分はパッケージのトップとボトムのピン1の位置の参考に過ぎない

ピン1の
トップ・
マーキング
（NOTE 6）

0.40 ± 0.10

19 20

1

2

露出パッドの底面

2.50 REF

0.75 ± 0.05

R = 0.115
TYP

ピン1のノッチ
R = 0.20または
0.25×45°の面取り

0.25 ± 0.05

0.50 BSC

0.200 REF

0.00 – 0.05

(UDC20) QFN 1106 REV Ø

推奨する半田パッドのピッチと寸法
半田付けされない領域には半田マスクを使用する

0.70 ±0.05

0.25 ±0.05

2.50 REF

3.10 ± 0.05
4.50 ± 0.05

1.50 REF

2.10 ± 0.05
3.50 ± 0.05

パッケージの外形

R = 0.05 TYP

1.65 ± 0.10

2.65 ± 0.10

1.65 ± 0.05

2.65 ± 0.05

0.50 BSC
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リニアテクノロジー・コーポレーションがここで提供する情報は正確かつ信頼できるものと考えておりますが、その使用に関する責務は一切
負いません。また、ここに記載された回路結線と既存特許とのいかなる関連についても一切関知いたしません。なお、日本語の資料はあくま
でも参考資料です。訂正、変更、改版に追従していない場合があります。最終的な確認は必ず最新の英語版データシートでお願いいたします。

改訂履歴

REV 日付 概要 ページ番号
B 3/10 アプリケーションの変更

関連製品の変更
1

16

（改訂履歴はRev Bから開始）



LTC6421-20

16
642120fb

 LINEAR TECHNOLOGY CORPORATION 2010

LT 0210 • PRINTED IN JAPANリニアテクノロジー株式会社
〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町3-6紀尾井町パークビル8F  
TEL 03- 5226-7291 ● FAX 03-5226-0268 ● www.linear-tech.co.jp

関連製品

製品番号 説明 注釈
高速差動アンプ/差動オペアンプ
LT®1993-2 800MHz差動アンプ /ADCドライバ AV = 2V/V、OIP3 = 38dBm（70MHz）
LT1993-4 900MHz差動アンプ /ADCドライバ AV = 4V/V、OIP3 = 40dBm（70MHz）
LT1993-10 700MHz差動アンプ /ADCドライバ AV = 10V/V、OIP3 = 40dBm（70MHz）
LT1994 低ノイズ、低歪み差動オペアンプ 16ビットの SNRとSFDR（1MHz）、レール・トゥ・レール出力
LT5514 デジタル利得制御付き超低歪み IFアンプ /ADCドライバ OIP3：100MHzで 47dBm、利得制御範囲：10.5dB～ 33dB

LT5524 デジタル利得制御付き低歪み IFアンプ /ADCドライバ OIP3：100MHzで 40dBm、利得制御範囲：4.5dB～ 37dB

LTC6400-8/ 
LTC6400-14/ 
LTC6400-20/
LTC6400-26

低ノイズ、低歪み差動 ADCドライバ AV = 8dB/14dB/20dB/26dB、シングル・アンプ /IC、高性能

LTC6401-8/ 
LTC6401-14/ 
LTC6401-20/
LTC6401-26

低ノイズ、低歪み差動 ADCドライバ AV = 8dB/14dB/20dB/26dB、シングル・アンプ /IC、低消費電力

LT6402-6 300MHz差動アンプ /ADCドライバ AV = 6dB、歪み < –80dBc（25MHz）
LT6402-12 300MHz差動アンプ /ADCドライバ AV = 12dB、歪み < –80dBc（25MHz）
LT6402-20 300MHz差動アンプ /ADCドライバ AV = 20dB、歪み < –80dBc（25MHz）
LTC6404-1 600MHz、低ノイズ、高 AC精度、完全差動入出力 

アンプ /ドライバ
AV = ユニティゲイン、en = 1.5nV/Hz、歪み：< –90dBc（10MHz）

LTC6404-2 900MHz、低ノイズ、高 AC精度、完全差動入出力 
アンプ /ドライバ

AV = 2V/V、en = 1.5nV/Hz、歪み：< –95dBc（10MHz）

LTC6404-4 1800MHz、低ノイズ、高 AC精度、完全差動入出力 
アンプ /ドライバ

AV = 4V/V、en = 1.5nV/Hz、歪み：< –98dBc（10MHz）

LTC6406 3GHzレール・トゥ・レール入力差動オペアンプ 1.6nV/√Hz、歪み：–72dBc（50MHz、18mA）
LT6411 低消費電力差動 ADCドライバ /利得を選択可能な 

デュアル・アンプ
消費電流：16mA、IMD3 = –83dBc（70MHz）、AV = 1、–1 
または 2 

標準的応用例
広帯域直接変換レシーバ用デュアルADCドライバ
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